
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 

　携帯電話版 http://www.city.inagi.tokyo.jp/i/ 
　（左のＱＲコードを読み取り機能付き携帯電話で読み取ってください） 
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

人口 

男 

女 

世帯数 

85,388 

43,258 

42,130 

36,080

人 

人 

人 

世帯 

27人増 

9人増 

　　18人増 

8世帯増 

※人口及び世帯数は、住民基本台帳と 
　外国人登録によるものです。 

人口と世帯数 
（平成24年2月1日現在） 

2012
平成24年 

第1088号  2.15
毎月1日・15日発行 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 

主
な
記
事 

市長コラム 
教育費の一部を補助します 
消費者ルーム運営協議会委員募集 
赤ちゃんへの絵本支援事業 
市職員によるごみ減量地域説明会 
みんなのコーナー 
ヘルスメーター 

2 面 
3 面 
4 面 
5 面 
6 面 
7 面 
8 面 

毎月1日・15日発行 

▲昨年の清掃の様子

　

市
民
実
行
委
員
会
の
企
画
・

運
営
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
様
々
な
社
会
問
題
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
�
女
子
力
�
を
テ

ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
す
。
�
女

子
力
�
と
は
、
ど
の
よ
う
な

�
ち
か
ら
�
な
の
で
し
ょ
う

か
。
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
あ

な
た
の
中
に
あ
る
�
ち
か
ら
�

プログラム
午後0時30分　開場
午後1時　開会　
◆開会あいさつ
◆第1部　講演と対談
「女子力？男子力？人間
力！～あなたの中に、あ
るちから～」
講師：
中垣　陽子氏（内閣府男
女共同参画局調査課長）、
諸橋　泰樹氏（フェリス
女学院大学教授）
◆第2部　ワークショップ
午後4時30分　閉会（予
定）

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
部
の
講
演
で
は
、
中
垣
陽

子
氏
と
諸
橋
泰
樹
氏
を
招
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
話
を
伺
っ
た
後
、
対

談
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
第
２
部

は
参
加
者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。

　

今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か

け
に
、
誰
も
が
持
っ
て
い
る
�
ち

か
ら
�
を
発
揮
し
、
性
別
に
か
か

わ
り
な
く
活
躍
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■日
 

２
月　

日（
日
）

２６

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時　

分
（
予

３０

定
）

※
午
後
０
時　

分
開
場

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

１００
■費
 

無
料

※
点
字
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
。

※
第
１
部
は
要
約
筆
記
・
手
話

通
訳
が
あ
り
ま
す
。

※
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
（
６

カ
月
以
上
の
未
就
学
児
）
。
希

望
す
る
方
は
、
２
月　

日（
金
）

１７

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
先
着
順
）
。

▽
企
画
運
営　

女
と
男
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
い
な
ぎ
２
０
１
２
実
行

委
員
会

■先
 

■問
 

協
働
推
進
課
女
性
青
少
年

係

市市民民皆皆ささんんのの手手でで三三沢沢川川ののごごみみをを拾拾いい、、
桜桜のの似似合合うう川川ににししまませせんんかか？？

3月4日（日）実施

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第22222222222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃第2回三沢川一斉市民清掃

　

稲
城
の
中
心
を
流
れ
る
三
沢
川

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
第
２

回
三
沢
川
一
斉
市
民
清
掃
を
実
施

し
ま
す
。

　

矢
野
口
の
天
神
橋
か
ら
坂
浜
の

新
き
さ
ら
ぎ
橋
ま
で
の
三
沢
川
・

歩
道
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■日
 

３
月
４
日（
日
）

※
雨
天
の
場
合
は
３
月　

日（
日
）

１１

に
延
期
し
ま
す
﹇　

日（
日
）が
雨

１１

天
の
場
合
は
中
止
﹈
。

▽
集
合
場
所
・
時
間　

下
図
の
と

お
り

※
指
定
の
時
間
ま
で
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
受
付　

当
日
は
各
集
合
場
所
に

て
受
付
を
行
い
ま
す
。
受
付
し
て

か
ら
清
掃
活
動
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

▽
服
装　

汚
れ
て
も
良
い
、
暖
か

い
服
装

■持
 

清
掃
用
具
（
ゴ
ム
手
袋
・
軍
手
・

長
靴
・
火
ば
さ
み
な
ど
）

※
ご
み
袋
は
受
付
時
に
配
布
し
ま

す
。

▽
注
意
事
項　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
活
動

の
際
は
、
け
が
な
ど
の
な
い
よ
う

足
元
に
充
分
注
意
し
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
清
掃
活
動
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
三
沢
川
の
流
水

内
は
、川
底
に
苔
が
生
え
て
お
り
、

見
た
目
よ
り
大
変
滑
り
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
川
岸
で
の
活

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

稲城駅 

京王相模原線 

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
南
線
 

京王よみうり 
　　ランド駅 

稲城市役所 稲城市役所 

駒澤学園 駒澤学園 

新きさらぎ橋 新きさらぎ橋 

稲城中央橋 稲城中央橋 

幸方橋 幸方橋 

天神橋 天神橋 稲城中央公園 
総合グラウンド 
稲城中央公園 
総合グラウンド 

稲城消防署 稲城消防署 

稲城第三 
中学校 
稲城第三 
中学校 

吉方公園 吉方公園 

稲城第七小学校 稲城第七小学校 

第二文化 
センター 
第二文化 
センター 

各地区の清掃範囲 

鶴川街道 

坂　浜 坂　浜 

百　村 百　村 

東長沼 東長沼 
矢野口 矢野口 

吉方 

ショッピング 
センター 

三沢川 
親水公園 
午前9時50分 

鶴川街道 

三沢川 

矢野口 

地域振興プラザ 消防署 
市役所 

鶴　川　街　道 

東長沼 

三　沢　川 
橋 
郷 
本 

市役所 
第２駐車場 
午前9時30分 

稲城中央橋 

稲城駅 

鶴川
街道
 

京王
相模
原線
 

三沢
川 

道とん堀駐車場 
（稲城中央橋上） 

午前9時10分 

百村 

坂浜駐在所 坂浜駐在所 
線 
原 
模 
相 
王 
京 

駅 
城 
稲 
至 
↑ 

↓ 
駅 
台 
葉 
若 
至 

↓ 
駅 
台 
葉 
若 
至 

↓ 
尾 
平 
至 

↓ 
尾 
平 
至 

↓ 
園 
学 
澤 
駒 
至 

↓ 
園 
学 
澤 
駒 
至 

三沢川 三沢川 

坂浜 

新きさらぎ 橋 

← 
至若葉台 

道 

街 

川 

鶴 

駒沢学園 
入口 

坂浜 

新きさらぎ橋 
午前8時50分 

講師プロフィール

　

各
集
合
場
所
に
は
、
集
合
時
間

①
受
付
時
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

付
与
し
ま
す
（
成
人
の
方
の
み
）。

②
受
付
時
に
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を

 
貼
付 
し
ま
す
。
「
子
ど
も　

ポ
イ

ち
ょ
う
ふ

１００

ン
ト
ラ
リ
ー
手
帳
」
を
受
付
時
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
手
帳
を
持

っ
て
い
な
い
場
合
は
、
新
規
で
手

帳
を
発
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

①
「
市
民
活
動（
社
会
貢
献
活
動
）

ポ
イ
ン
ト
制
度
試
行
事
業
」
及
び

②
「
子
ど
も

ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

100

事
業
」
の
対
象
事
業
で
す
。

延
期
（
中
止
）
の
お
知
ら
せ

女と男のフォーラム
いなぎ2012（34回）

「「女女子子力力？？男男子子力力？？人人間間力力！！
～～ああななたたのの中中にに、、ああるるちちかからら～～」」

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

 2月26日（日）

諸橋　泰樹氏
〔フェリス女学院

大学教授〕
大学院在学中より（社）
日本新聞協会研究所で
委嘱研究員として各種
メディアの調査研究に
従事。尚美学園短期大
学教員を経て現職（マスコミュニケー
ション学、社会学、女性学を専攻）。
著書に『メディアリテラシーとジェン
ダー』『ジェンダーの語られ方、メデ
ィアのつくられ方』ほか多数。

中垣　陽子氏
〔内閣府男女共
同参画局調査課
長〕
1987年、経済
企画庁（現内閣
府）に入庁。世
界平和研究所主

任研究員、埼玉大学経済学部准
教授（男女共同参画、少子高齢
化などを担当）などを経て現
職。著書に『社会保障を問いな
おす』。

の　

分
前
ま
で
に
延
期
（
中
止
）

３０
告
知
看
板
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

「
稲
城
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

の
「
イ
ベ
ン
ト
中
止
情
報
」
か
ら

も
ご
連
絡
し
ま
す
（
事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
）
。
登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
（
携

帯
電
話
か
ら
登
録
さ
れ
る
場
合
は
、

上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
）
。

■問
 

三
沢
川
一
斉
市
民
清
掃
推
進
本

部
事
務
局
（
環
境
課
ご
み
・
リ
サ

イ
ク
ル
係
）



２４・２・１５ 代表電話は378－2111　（2）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

日野税務署案内図

文 

至八王子 

至八王子 

町屋 

北野街
道 

川
崎
街
道 

川
崎
街
道
 

高幡橋 

日野税務署 

浅川 

京王線 

潤徳小 

至新宿 

至多摩センター 

日野 
郵便局 

日野税務署入口 
至立川 

至国立 

スーパー 

新井橋 

万願寺駅 

高幡不動駅 

多摩 
モノレール 
多摩 
モノレール 
 

歩道橋 
（ふれあい橋） 

日野バイパス 

高幡不動尊卍 

〒 

高幡不動駅 

▽交通　電車＝京王線「高幡不動駅」下車徒歩15分、
モノレール＝多摩モノレール「万願寺駅」下車徒歩10分、
バス＝高幡不動駅から日野駅行き「町屋」下車徒歩8分
または立川駅行き「日野税務署入口」下車徒歩5分

市
民
税
・

市
民
税
・

都
民
税
の

都
民
税
の
申
告
は

申
告
は

市
役
所
へ

市
役
所
へ

■先
 

■問
 

課
税
課
市
民
税
係

課
税
課
市
民
税
係

　

平
成　

年
度
の
市
民
税
・
都
民

２４

税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

３
月
に
入
る
と
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
比
較
的
す
い
て
い
る

２
月
中
の
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■間
 

２
月　

日
（
木
）
〜
３
月　

日

１６

１５

（
木
）　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。　

※
２
月　

日（
土
）・
３
月　

日（
日
）

２５

１１

の
休
日
開
庁
日
は
、
市
役
所
１
階

ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

■時
 

午
前
９
時
〜　

時　

分
・
午
後

１１

３０

１
時
〜
４
時　

■場
 

市
役
所
６
階　

会
議
室

６０１

平
成　

年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

２３

次
の
方
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い

　

申
告
す
る
こ
と
で
、
非
課
税
証

明
書
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
な
ど
の
資
料
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
書
裏
面
の
「
所
得

の
な
か
っ
た
方
」の
欄
に
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
学
生
・
未
就
労
・
病
気
療
養
中

の
方
な
ど
で
同
居
の
親
族
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
方　

②
同
一
世
帯

で
な
い
方
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る

方■持
 

申
告
に
必
要
な
も
の　

①
申
告
書
・
印
鑑　

②
給
与
所
得

者
の
方
は
、
平
成　

年
分
の
源
泉

２３

徴
収
票
・
事
業
所
の
支
払
い
証
明

書
、そ
の
他
の
所
得
の
方
は
帳
簿
・

領
収
書
な
ど　

③
公
的
年
金
収
入

の
あ
る
方
は
、
公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票　

④
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
国
民
年
金
・
生
命
保

険
・
地
震
保
険
な
ど
の
支
払
い
が

あ
っ
た
方
は
、
平
成　

年
分
の
領

２３

収
書
ま
た
は
支
払
い
証
明
書　

⑤

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
平

成　

年
中
に
支
払
っ
た
領
収
書　

２３
⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
状
況
を

証
明
で
き
る
も
の　

所
得
税
の
確
定
申
告
は

所
得
税
の
確
定
申
告
は

日
野
税
務
署
へ

日
野
税
務
署
へ

■先
 

■問
 

日
野
税
務
署

日
野
税
務
署

（
〒
（
〒　

・・　

日
野
市
万
願
寺

日
野
市
万
願
寺

１９１１９１

８５２０８５２０

６
の
６
の　

の
２
）

の
２
）
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所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

確
定
申
告
の
必
要
な
方

①
給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万
円

を
超
え
る
方
、
給
与
所
得
者
で
給

与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が　

万
２０

円
を
超
え
る
方
及
び
２
カ
所
以
上

か
ら
給
与
を
得
て
い
る
方　

②
同

族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
そ
の
会

社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の

利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど
の
賃
貸

料
の
支
払
を
受
け
て
い
る
方
な
ど

※
詳
細
は
「
国
税
庁
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
還

付
（
医
療
費
控
除
な
ど
）
を
受
け

る
方
も
申
告
で
き
ま
す
。

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
）

　

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
と
は
自
宅
や
事
務

所
な
ど
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、
申
告
・
申
請
な
ど

が
で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定

２３

申
告
を
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る

と
、次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
申
告
書
（
贈
与
税
は

除
く
）
を
直
接
電
子
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

②
本
人
の
電

子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
付
し

て
申
告
期
限
内
に
申
告
す
る
と
、

所
得
税
額
か
ら
最
高
で
４
千
円
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
平
成　

年
分
以
前
の
確
定
申
告

２２

で
こ
の
控
除
を
受
け
た
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）
。　

③
源
泉
徴
収

票
や
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
は
、

そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
ま
た
は

提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
、

税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
ま
た
は

提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）
。　

④
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
さ
れ
た
還
付
申
告
は
早
期
処
理

（
３
週
間
程
度
で
還
付
）
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
「
国
税
庁
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月　

日
・　

日

１９

２６

日
野
税
務
署
の
日
曜
開
庁
日

　

２
月　

日
・　

日
の
日
曜
日
に

１９

２６

限
り
、
確
定
申
告
書
作
成
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
申
告
書
用
紙
の
配
布
及

び
申
告
書
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
２
日
間
は
大
変
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
国
税
の
領
収
及
び
納
税
証
明
書

の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

納
税
は
振
替
納
税
を
！

　

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
に
は
、

振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
手
続
き
は
、
税
務

署
や
金
融
機
関
に
備
え
付
け
て
い

る「
口
座
振
替
依
頼
書
」用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
載
し
て
税
務
署
に

持
参
ま
た
は
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
の
振
替
申
込
は
、
確
定
申

告
書
の
提
出
期
限
ま
で
で
す
。

　

今
年
の
振
替
納
付
日
は
所
得
税

４
月　

日（
金
）、
消
費
税
４
月　

２０

２５

日（
水
）で
す
。

還
付
金
の
振
込
先
の
記
入
は
確
実
に

　

還
付
さ
れ
る
税
金
が
あ
る
時
は
、

確
定
申
告
書
の
「
還
付
さ
れ
る
税

金
の
受
取
場
所
」
欄
に
、
振
込
先

注
意
事
項

納期限　２月２９日（水）

市・都民税（随時期）
固定資産税・都市計画税（第４期）
国民健康保険税（第８期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 納税課

郵
送
で
も
申
告
で
き
ま
す

　

市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
書
を

郵
送
す
る
場
合
は
、
申
告
書
に
住

所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、
所
得

額
や
控
除
額
を
証
明
で
き
る
も
の

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
不
明
な
点
に
つ
い
て
、
後
日
お

尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
話
番
号
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

先
は
、
日
野
税
務
署
で
す
。
税
務

署
で
は
、
「
申
告
書
は
ご
自
分
で

作
成
し
て
提
出
は
お
早
め
に
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
確
定
申
告

書
の
自
書
申
告
と
早
期
提
出
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
分
の

２３

所
得
税
の
確
定
申
告
提
出
期
限
は

３
月　

日（
木
）で
す
。
個
人
事
業

１５

者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
提
出
期
限
は
４
月
２
日

（
月
）で
す
。
３
月
に
な
る
と
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
書
は 
ｅ － イ

ー

 
Ｔ
ａ
ｘ 
や
郵

タ

ッ

ク

ス

送
な
ど
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

①
申
告
書
や
納
付
書
が
送
ら
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
用
紙
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。　

②
営
業
、
農
業
、

不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、
必
ず

決
算
書
や
収
支
内
訳
書
を
申
告
書

に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。　

③
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間

違
っ
た
申
告
を
し
た
場
合
は
、
後

で
不
足
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
加

算
税
や
延
滞
税
が
掛
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
穏
や
か
な
年
明
け
を

迎
え
、
新
市
長
と
し
て
年
頭
の

行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

元
旦
は
歳
旦
祭
に
出
席
し
ま

し
た
が
、
参
加
し
た
い
ず
れ
の

神
社
も
例
年
に
比
べ
て
参
拝
者

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

８
日
に
開
催
し
た
消
防
出
初

式
で
は
、
一
斉
放
水
の
際
に
向

陽
台
小
学
校
の
校
庭
に
大
き
な

虹
が
か
か
り
、
運
気
向
上
に
期

待
が
持
て
る
と
皆
さ
ん
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

９
日
の
成
人
式
で
は
、
新
成

人　

人
に
参
加
い
た
だ
き
、
お

５６２
祝
い
し
ま
し
た
。
稲
城
市
で
は

実
行
委
員
会
に
よ
る
自
主
企
画
・

運
営
の
方
法
が
根
付
い
て
お
り
、

例
年
穏
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
署
員
や
少
年
少
女
た

ち
に
よ
る
柔
道
・
剣
道
の
紅
白

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年

早
々
た
い
へ
ん
気
迫
の
こ
も
っ

た
内
容
で
、防
犯
や
交
通
安
全
に

対
す
る
強
い
決
意
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、安
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の

は
１
月
も
中
旬
を
過
ぎ
て
お
り

ま
す
が
、
振
り
返
り
ま
す
と
、

お
会
い
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
が

一
様
に
、
平
穏
無
事
を
願
っ
て

い
た
こ
と
が
記
憶
に
残
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
年
度
の
予
算
編

成
、
市
議
会
第
一
回
定
例
会
に

向
け
た
準
備
と
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
集
約
し
て

ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

年
頭
の
諸
行
事
に
つ
い
て No.4

稲城市長
�橋　勝浩

ま
す
。
今
年
は
帝
京
大
学
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
元
気
い
っ
ぱ
い

な
演
技
か
ら
始
ま
り
、
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
岩
清
水
選
手
か
ら
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
し
た
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
で
、
国
や
地
域
、

人
と
人
の
絆
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
を
意
識
す
る
こ
の
時

期
に
、
成
人
す
る
と
い
う
こ
と
の

意
義
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
実

行
委
員
に
よ
る
決
意
の「
一
文
字
」

で
、
荒
井
委
員
長
さ
ん
は
「
悟
」

と
の
こ
と
。
大
人
に
な
っ
て
何
事

も
自
分
の
責
任
で
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
覚
悟
だ

そ
う
で
す
。
式
典
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
立
派
な
も
の
だ
な
と
感
心
し

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
穏
や
か
で

責
任
感
の
強
い
青
年
を
育
成
し
て

い
る
稲
城
の
地
域
力
に
も
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
　

日
に
は
多
摩
中
央
警
察
署
で

１０
開
催
さ
れ
た
武
道
始
式
に
参
加
し

　

稲
城
市
と
多
摩
中
央
警
察
署
で

は
稲
城
市
内
の
治
安
維
持
の
た
め

相
互
に
連
携
を
図
り
、
犯
罪
抑
止

や
防
犯
意
識
の
高
揚
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
更
な

る
連
携
体
制
の
強
化
を
目
指
し
、

１
月　

日
に
多
摩
中
央
警
察
署
と

２３

稲
城
市
、多
摩
市
そ
れ
ぞ
れ
が「
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
働
宣

言
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
自
治
会
や
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
「
だ
れ
も
が
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
平
和
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■問
 

総
務
課
総
務
係

「
稲
城
市
安
全
安
心

「
稲
城
市
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進

 

ま
ち
づ
く
り
推
進

協
働
宣
言
」を

　

協
働
宣
言
」を

締
結
し
ま
し
た

締
結
し
ま
し
た

▲左より、多摩市長、多摩中央警察署長、
稲城市長

税
の
申
告
は
お
早
め
に

税
の
申
告
は
お
早
め
に

申
告
期
間　

２
月　

日（
木
）〜
３
月　

日（
木
）

１６

１５

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

　

住
宅
、
家
財
な
ど
に
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
や
事
業
用
資
産
、
棚

卸
資
産
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
個

人
事
業
者
の
方
は
所
得
税
の
軽
減

金
融
機
関
名
、
預
貯
金
の
種
別
及

び
口
座
番
号
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

場
合
は
、
記
号
番
号
の
み
）
を
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
還
付
金
の
振
込
先
は
申
告
者

（
本
人
）
名
義
の
口
座
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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市
制
施
行　

周
年
を
記
念
し
、

４０

住
民
票
の
写
し
・
転
出
証
明
書
な

ど
を
ガ
ン
ダ
ム
や
ヤ
ッ
タ
ー
ワ
ン
、

そ
し
て
「
な
し
の
す
け
」
の
絵
柄

入
り
で
３
月
ま
で
発
行
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
稲
城
市
外
に
お
住
ま

い
の
方
で
も
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

で
あ
れ
ば
、
平
日
（
午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

分
）
の
み
住
民
票
の

３０

写
し
の
広
域
交
付
を
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
請
求
者
本
人
ま
た

は
請
求
者
と
同
一
世
帯
の
方
以
外

は
広
域
交
付
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
住
基
ネ
ッ

ト
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
（
住
民
票
の

写
し
の
広
域
交
付
）
」
を
必
ず
ご

ガ
ン
ダ
ム
や

ガ
ン
ダ
ム
や

ヤ
ッ
タ
ー
ワ
ン

 
ヤ
ッ
タ
ー
ワ
ン
、、
そ
し
て

そ
し
て

稲
城
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

稲
城
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

「
稲
城
な
し
の
す
け
」の

「
稲
城
な
し
の
す
け
」の

記
念
住
民
票
の
写
し

記
念
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
発
行
中
で
す

な
ど
を
発
行
中
で
す

覧
く
だ
さ
い
。

■場
 

市
民
課
市
民
窓
口
係
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所

■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係

　

平
成　

年
７
月
９
日
に
外
国
人

２４

登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、
外
国
人
住

民
も
日
本
人
と
同
様
に
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

①
適
法
に
３
カ
月
を
超
え
る
在
留

資
格
を
持
つ
外
国
人
住
民
は
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

②
外
国
人
登
録
証
明
書
が
な
く
な

り
在
留
カ
ー
ド
等
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証

明
書
は
７
月
９
日
以
降
も
一
定
期

間
有
効
で
す
。
以
下
の
所
定
の
期

限
（　

歳
未
満
の
方
は
、　

歳
に

１６

１６

な
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
）
ま

で
に
切
り
替
え
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

外
国
人
住
民
が

外
国
人
住
民
が

住
民
基
本
台
帳
に

住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
ま
す

記
載
さ
れ
ま
す

▽
特
別
永
住
者

　

現
在
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証

明
書
の
有
効
期
限
内
に
市
民
課
で

手
続
き
を
行
い
、「
特
別
永
住
者

証
明
書
」
に
切
り
替
え
ま
す
。

▽
永
住
者

　

７
月
９
日
か
ら
３
年
以
内
に
入

国
管
理
局
で
手
続
き
を
行
い
、「
在

留
カ
ー
ド
」
に
切
り
替
え
ま
す
。

▽
そ
れ
以
外
の
方

　

７
月
９
日
以
降
、
入
国
管
理
局

で
の
在
留
期
間
の
更
新
時
、
ま
た

は
在
留
資
格
の
変
更
時
に
「
在
留

カ
ー
ド
」
に
切
り
替
え
ま
す
。

③
外
国
人
住
民
に
も
住
民
票
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

④
転
出
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

⑤
居
住
地
変
更
以
外
の
届
出
は
入

国
管
理
局
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

▽
仮
住
民
票
を
作
成
し
て
通
知
し

ま
す

　

新
制
度
対
象
の
外
国
人
住
民
を

住
民
票
に
記
載
す
る
に
あ
た
り
、

現
在
の
外
国
人
登
録
原
票
の
情
報

を
基
に
、
法
施
行
予
定
で
あ
る
７

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に
地

域
の
人
が
出
会
え
る
場
と
し
て
金

曜
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
１
金
曜
日
に
は
話
し
手
を

招
く
形
で
、
金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ

ャ
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く

だ
さ
い
（
申
込
不
要
）
。

■日
 

３
月
２
日（
金
）

■時
 

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

※
今
回
は
開
始
時
間
が　

分
遅
く

３０

な
り
ま
す
。

■場
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階
）

　

夫
婦
や
家
族
の
問
題
、
あ
る
い

　

耐
震
診
断
と
は
、
大
地
震
に
対

し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を

有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
調
査

で
す
。
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。　

■対
 

市
内
に
あ
る
木
造
（
在
来
軸
組

工
法
に
限
る
）
の
住
宅
（
現
に
居

住
し
て
い
る
住
宅
）
で
、
昭
和　
５６

年
５
月　

日
以
前
の
建
築
確
認
で

３１

建
築
し
た
所
有
者
が
個
人
の
木
造

稲
城
市
木
造
住
宅

稲
城
市
木
造
住
宅

耐
震
診
断
助
成
制
度

耐
震
診
断
助
成
制
度

　

稲
城
消
防
署
で
は
、
市
民
の
方

が
集
ま
る
お
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
無
料
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■対
 

医
師
・
救
急
救
命
士
、
ま
た
は

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
以
上
の
講
習
修

了
者
を
確
保
で
き
る
市
内
の
団
体

■申
 

ご
利
用
に
は
利
用
許
可
申
請
が

ＡＡ
ＥＥ
ＤＤ

（（
自自
動動
体体
外外
式式
除除
細細
動動
器器
））

をを
貸貸
しし
出出
しし
まま
すす
　

稲
城
消
防
署
で
は
、
大
切
な
人

を
守
る
た
め
応
急
手
当
て
の
講
習

を
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
受

講
し
た
こ
と
の
あ
る
方
も
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■対
 

市
内
在
勤
ま
た
は
在
住
の
中
学

校
３
年
生
以
上
の
方

■日
 

３
月　

日（
日
）

１１

■時
 

午
前
９
時
〜
正
午

■場
 

稲
城
消
防
署
講
堂

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

３０
■内
 

応
急
手
当
て
の
基
礎
知
識
・
心

肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
取
扱
方
法

※
受
講
さ
れ
た
方
に
は
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

参参
加加
者者
募募
集集

普
通
救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
会

　

２
月　

日（
月
）に
港
区
虎
ノ
門

２０

に
あ
る
日
本
消
防
会
館
で
行
わ
れ

る
総
務
省
消
防
庁
主
催
の
「
平
成

　

年
度
全
国
消
防
団
員
意
見
発
表

２３会
」
に
、
都
内　

消
防
団
、
定
員

９８

２
万
６
４
８
４
名
の
東
京
都
の
消

防
団
員
を
代
表
し
て
、
稲
城
市
消

防
団
か
ら
涌
田
恵
一
郎
さ
ん
（
矢

野
口
・
第
一
分
団
員
）
が
出
場
し

ま
す
。

　

こ
の
意
見
発
表
会
は
、
全
国
各

平
成
平
成　

年
度
年
度

２３２３

全
国
消
防
団
員

全
国
消
防
団
員

意
見
発
表
会
に

意
見
発
表
会
に

稲
城
市
消
防
団
員
出
場

稲
城
市
消
防
団
員
出
場

　

消
防
団
は
、
消
防
・
防
災
に
関

　

市
で
は
、
外
国
人
学
校
に
在
学

す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
を
対

象
に
教
育
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
児
童
・
生
徒
（
１
９
９
６
年
４

月
２
日
〜
２
０
０
５
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
と
保
護
者
と
も
に
市
内

に
居
住
し
、
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
方

②
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
外
国

人
学
校
の
小
・
中
学
校
に
在
学
し

て
い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で

授
業
料
な
ど
を
負
担
し
て
い
る
方

外
国
人
学
校
に
在
学
す
る

外
国
人
学
校
に
在
学
す
る

児
童
・
生
徒
の

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
へ

保
護
者
の
方
へ

教
育
費
の
一
部
を

教
育
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

補
助
し
ま
す

住
宅　

▽
助
成
費
用　

５
万
円
（
上
限
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断
＝

耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断
す
る
診

断
、
精
密
診
断
＝
補
強
設
計
を
念

頭
に
置
い
た
診
断　

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者

○
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
南

部
支
部
に
属
し
て
い
る
方

○
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

務
所
登
録
制
度
に
よ
り
、
耐
震
診

断
事
務
所
と
し
て
登
録
し
て
い
る

建
築
士
事
務
所

○
建
築
士
法
（
昭
和　

年
法
律
第

２５

　

号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
一
級

２０２建
築
士
、
二
級
建
築
士
ま
た
は
木

造
建
築
士
で
、（
財
）日
本
建
築
防

災
協
会
な
ど
が
実
施
す
る
耐
震
に

す
る
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
防

災
指
導
を
は
じ
め
、
火
災
発
生
時

に
は
消
火
活
動
を
、
地
震
・
風
水

害
と
い
っ
た
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
救
助
・
救
出
活
動
、
警
戒
巡

視
、避
難
誘
導
な
ど
に
従
事
し
て
、

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
日
夜
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
稲
城
市
消
防
団
は
女
性

団
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
全
国

で
は
約
１
万
７
千
人
の
女
性
団
員

が
消
防
団
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
「
働
い
て
い
る
方
も
、
学
生

の
方
も
、
主
婦
の
方
も
」
多
く
の

女
性
の
チ
カ
ラ
が
消
防
団
で
輝
い

て
い
ま
す
。

稲
城
市
消
防
団
と
地
域
の
皆
さ
ん

が
あ
な
た
の
チ
カ
ラ
を
待
ち
望
ん

で
い
ま
す
！

■対
 

市
内
在
住
で
、
心
身
と
も
健
康

な　

歳
以
上
の
男
女

１８
■先
 

■問
 

稲
城
消
防
署
総
務
課
庶
務
係 

1　

・
７
１
１
９

３７７

地
で
活
躍
す
る
若
手
・
中
堅
消
防

団
員
が
消
防
活
動
に
関
す
る
課
題

や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
発
表
し
ま
す
。

　

涌
田
さ
ん
の
演
題
は
「
最
初
の

一
歩
」
で
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
消
防
団
活
動
や
そ
の

必
要
性
、
消
防
団
と
し
て
の
や
り

が
い
を
通
じ
て
、
消
防
団
へ
の
最

初
の
一
歩
を
踏
み
切
る
勇
気
を
発

表
し
ま
す
。

■問
 

稲
城
消
防
署
総
務
課
庶
務
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

月
９
日
の
１
カ
月
前
頃
に「
仮
の
」

住
民
票
を
作
成
し
て
通
知
す
る
予

定
で
す
の
で
、
内
容
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
正
確
な
外
国
人
登
録
原
票
の
記

載
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
制
度
の
住
民
票
は
外
国
人
登

録
を
基
に
作
成
す
る
予
定
で
す
の

で
、
現
在
の
居
住
地
や
在
留
の
資

格
・
期
間
な
ど
の
登
録
内
容
が
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
登
録
内

容
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
ら
市
民

課
に
て
外
国
人
登
録
の
変
更
登
録

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
以
下
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

「
総
務
省
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ 　
 HP

h
ttp
://w

w
w
.sou
m
u
.g
o.

jp
/m
ain
_sosik

i/jich
i _g

y
ou
sei/c

‐g
y
ou
sei/zai

ry
u
.h
tm
l

）

「
法
務
省
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ 　
 HP

h
ttp
://w

w
w
.im
m
i

‐m
o

j.g
o
.jp
/
n
e
w
im
m
ia
c
t/

n
ew
im
m
iact.h

tm
l

）

■問
 

市
民
課
戸
籍
係

は
結
婚
や
離
婚
に
関
す
る
こ
と
、

自
身
の
生
き
方
、
仕
事
や
職
場
、

人
間
関
係
、
恋
人
や
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
、
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、

現
代
社
会
で
は
個
人
の
悩
み
は
複

雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
悩
み
を
自
分
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
に
、
専
門
の
相
談
員
に
打
ち
明

け
て
、
少
し
で
も
心
の
負
担
を
軽

く
し
ま
せ
ん
か
。
面
接
に
よ
る
相

談
が
困
難
な
方
は
電
話
相
談
も
で

き
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。ま
た
、

水
曜
日
の
み
男
性
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

■日
 

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
、
第

４
土
曜
日

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

※
相
談
時
間
は
一
人　

分
間

５０

▽
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

■費
 

無
料

■申
 

相
談
日
前
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

協
働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

■講
 

岡　
 
範  
全 
氏

の
り 
あ
き

■費
 

無
料

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ（
協
働
推
進
課
）　

1　

・
３７８

２
１
１
２

▽
補
助
金
額　

１
千
円
（
月
額
）

■申
 

学
校
教
育
課
に
あ
る
所
定
の
様

式
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

３
月
５
日（
月
）

■先
 

■問
 

学
校
教
育
課
学
務
係

関
す
る
講
習
を
修
了
し
て
い
る
方

※
住
宅
を
建
築
し
た
業
者
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
消
防
署
警
防
課
防
災
係

必
要
に
な
り
ま
す
。

■先
 

■問
 

稲
城
消
防
署
警
防
課
救
急
係 

1　

・
７
１
１
９

３７７

■講
 

稲
城
消
防
署
救
急
救
命
士

■費
 

無
料

■申
 

２
月　

日（
水
）ま
で
に
電
話
で

２９

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

稲
城
消
防
署
警
防
課
救
急
係 

1　

・
７
１
１
９

３７７

消消防防団団員員募募集集!!!!

大切な人を
守りませんか？

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

〜
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

 
〜
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

女女
性性
のの
悩悩
みみ
相相
談談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
座

豊
か
さ
を
育
む

豊
か
さ
を
育
む

持
続
可
能
な
地
域

 
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
て

づ
く
り
に
向
け
て

〜
い
ま
な
ぜ
協
働
の

　

〜
い
ま
な
ぜ
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
な
の
か
〜

ま
ち
づ
く
り
な
の
か
〜

　

住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
地
方
自

治
に
詳
し
く
、
ま
た
様
々
な
形
で

行
政
に
も
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
辻

山
幸
宣
さ
ん
を
お
招
き
し
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

■日
 

３
月
１
日（
木
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

４０
■講
 

辻
山　

幸
宣
氏
（
公
益
財
団
法

人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
所
長
、

中
央
大
学
大
学
院
客
員
教
授
）

■費
 

無
料

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
い
な
ぎ
（
協
働
推
進
課
）　

1

　

・
２
１
１
２
、
5　

・
６
９
７

３７８

３７８

１
、
� in

fo@
i

‐in
ag
i

‐su
pport.org

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ

誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

　

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

宇宇
宙宙
開開
発発
のの
話話



２４・２・１５ 代表電話は378－2111　（4）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

東長沼農園（60区画） 
東長沼713－4

マンション 駐車場 

津島神社 

いちょう並木通り 

旧川崎街道 

至
稲
城
大
橋 

松葉農園（46区画） 
矢野口2076ー1

天神橋 

三沢川 

松葉保育園 

松の台農園（22区画） 
百村129－1

松
の
松
の
台
通
り

台
通
り 

松
の
台
通
り 

ＪＲ武蔵野南線 
鶴川街

道 

神王橋 

平尾第二農園（15区画） 
平尾1－22－6

平尾文化通り 

第三文化 
センター 

複合施設 
ふれんど平尾 

平尾第一農園（18区画） 
平尾1－38－9

第三文化センター 

平尾文化通り 

大丸253

下方農園（38区画） 
しも かた 

大丸地区会館 

大丸用水 

いちょう並木通り 

旧川崎街道 

新
田
通
り 

坂浜農園（15区画） 
坂浜2930

宝蔵院 

畑 

坂浜診療所 

鶴川街道 

中関農園（71区画） 
押立764

四小 果樹園 

商店 
第七分団 

いちょう並木通り 

しんでん農園（14区画） 
東長沼1590－1

稲城大橋 
下新田 

旧鶴川街道 

うしろむら農園（35区画） 
東長沼1147

ガソリン 
スタンド 

川崎街道 

市
役
所
通
り 

フ

ァ

ミ

リ

ー

農

園

案

内

図

フ

ァ

ミ

リ

ー

農

園

案

内

図

※1　農園名は農園案内図（下図）を参照してください。
※2　平成24年2月15日現在、農園を利用されていて同じ区画を第1希望

とする方は、その区画番号を記入してください。ただし、必ずしも
同じ区画になるとは限りません。

※3　アパート・マンションの場合は、名称・号室も記入してください。
※4　ここに記入された氏名を「区割図」に表示します。
※5　携帯電話でも可能です。

応募は「はがき」で応募は「はがき」で

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
・
授

業
料
な
ど
）
・
出
産
（ 
分  
娩 
・
入

ぶ
ん 
べ
ん

院
費
用
な
ど
）
・
住
宅
〔
増
改
築

な
ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
含
む
）
〕
資
金
の
調

達
を
予
定
す
る
方
に
、
取
扱
金
融

※
教
育
資
金
と
、
稲
城
市
木
造
住

宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
で
耐
震
診

断
を
受
け
て
耐
震
補
強
改
修
工
事

を
行
う
住
宅
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
は
、
各
年
度
の
本
人
負
担
利
息

が
２
千
円
以
上
の
時
は
、
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
平
成　

年
度
ま
で
、

２３

各
年
度
、
本
人
負
担
利
率
が
２
分

の
１
（
０
・　

％
↓
０
・　

％
）

９８８

４９４

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
金

融
機
関
に
０
・　

％
の
本
人
負
担

９８８

利
率
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
各

年
度
末
に
、市
に
対
し
て
利
率
０
・

　

％
分
を
ご
請
求
い
た
だ
く
手
続

４９４き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■先
 

■問
 

経
済
課
消
費
生
活
係

　

弁
護
士
が
、
借
地
・
借
家
、
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
・
遺
言
、
離

婚
、
親
子
な
ど
の
市
民
か
ら
の
法

律
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
 

３
月
３
日（
土
）

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時

■場
 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
４
階

▽
予
約
受
付
先　

東
京
三
弁
護
士

会
多
摩
支
部　

1　

・　

・
３
８

０４２

５４８

０
０ 弁

護
士
に
よ
る

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

　

市
で
は
、
土
地
所
有
者
の
ご
好

意
に
よ
り
農
地
を
借
り
受
け
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
（
下
図
参
照
）

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

土
に
親
し
み
、
野
菜
作
り
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
野
菜
作
り
に
興

味
の
あ
る
世
帯

■間
 

４
月
１
日
〜
平
成　

年
２
月　

２６

２８

日▽
利
用
可
能
区
画
数　

１
区
画

▽
面
積　

約　

㎡
（
１
区
画
）

１５

▽
所
在
地　

下
図
の
と
お
り

■費
 

年
間
６
千
円
（
平
成　

年
度
と

２３

募 

集
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農

園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園

同
額
）

■申
 

左
図
の
記
入
例
を
参
照
し
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
再
度
利
用
を
希
望
す
る
方
も
、

改
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
世
帯
で
２
通
以
上
の
応
募
、

他
人
名
義
で
の
応
募
が
あ
っ
た
場

合
は
、
無
効
に
な
り
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

結
果
は
３
月
中
旬
ま
で
に
通
知
し

ま
す
。

※
各
農
園
ご
と
に
補
欠
を
選
び
、

辞
退
者
が
出
た
場
合
に
は
順
次
繰

り
上
げ
ま
す
。

■限
 

３
月
２
日（
金
）必
着

▽
注
意
事
項　

駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
で
の
農
園
利
用
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
園

内
で
の
ゴ
ミ
・
雑
草
の
放
置
、
区

画
外
で
の
栽
培
な
ど
は
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ル
ー
ル
違
反
が
な

く
な
ら
な
い
場
合
、
農
園
は
継
続

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を

守
り
、正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

経
済
課
農
政
係

　

稲
城
市
消
費
者
ル
ー
ム
運
営
協

議
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

消
費
者
ル
ー
ム
運
営
協
議
会
は
、

広
く
消
費
者
の
利
益
に
つ
な
が
る

よ
う
な
消
費
者
行
政
を
円
滑
か
つ

効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
必
要
な

こ
と
を
話
し
合
い
、
啓
発
事
業
な

ど
を
企
画
・
運
営
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
消
費
者
行
政
の

推
進
に
意
欲
の
あ
る　

歳
以
上　

２０

７０

歳
未
満
の
方

▽
任
期　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
２６

３
月　

日
（
２
年
間
）

３１

▽
活
動
内
容　

年
４
回
の
運
営
協

議
会
及
び
毎
月
１
回
程
度
開
催
す

る
会
議
へ
の
出
席
、
そ
の
他
研
修

会
な
ど
へ
の
参
加
、
消
費
者
ル
ー

ム
た
よ
り
の
編
集
、
く
ら
し
フ
ェ

ス
タ
や
消
費
者
講
座
な
ど
事
業
の

企
画
・
運
営

■定
 

若
干
名

■申
 

応
募
動
機
を　

字
程
度
（
用
紙

４００

は
自
由
）
に
ま
と
め
、
履
歴
書
を

消
費
者
ル
ー
ム

消
費
者
ル
ー
ム

運
営
協
議
会
委
員
を

運
営
協
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す　
!!!!

添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※
後
日
面
接
が
あ
り
ま
す
。

■限
 

３
月
５
日（
月
）必
着

■先
 

■問
 

経
済
課
消
費
生
活
係

　

無
洗
米
の
製
造
工
程
、
レ
ト
ル

ト
食
品
の
製
造
工
程
・
ふ
り
か
け

の
包
装
工
程
を
見
学
し
、
ど
の
よ

う
に
食
品
が
作
ら
れ
て
い
く
か
学

習
し
ま
す
。

　

お
米
の 
美  
味 
し
い
炊
き
方
や
精

お 

い

米
方
法
に
よ
る
味
の
違
い
な
ど
の

お
話
も
聞
け
ま
す
。
ま
た
、
炊
き

た
て
ご
は
ん
の
試
食
も
で
き
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
方

■日
 

３
月　

日（
木
）

１５

※
雨
天
決
行

■時
 

集
合
＝
午
前
８
時
、
解
散
予
定

＝
午
後
４
時　

分
３０

■場
 

集
合
・
解
散
場
所　

地
域
振
興

プ
ラ
ザ
前
駐
車
場

■場
 

埼
玉
県
坂
戸
市
内
の
無
洗
米
工

消
費
者
講
座

大
人
の
た
め
の

大
人
の
た
め
の

社
会
科
見
学

社
会
科
見
学

無無
洗洗
米米
工工
場場
・・

レレ
トト
ルル
トト
食食
品品
工工
場場見見

学学

場
、
レ
ト
ル
ト
食
品
工
場

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０
■費
 

１
千
円
（
昼
食
代　

円
＋
保
険

５００

代　

円
＋
バ
ス
代
一
部
負
担　

円
）

１００

４００

※
３
月
９
日（
金
）以
降
に
キ
ャ
ン

セ
ル
さ
れ
た
場
合
は
参
加
費
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■申
 

３
月
２
日（
金
）ま
で
に
電
話
で

消
費
者
ル
ー
ム
（
1　

・
７
５
１

３７０

０
、
午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１

１０

時
〜
５
時
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■主
 

稲
城
市
・
稲
城
市
消
費
者
ル
ー

ム
運
営
協
議
会

■問
 

経
済
課
消
費
生
活
係

■主
 

東
京
三
弁
護
士
会
多
摩
地
区
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

■問
 

経
済
課
消
費
生
活
係

機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
金
利

の
補
助
を
し
ま
す
。　
　

※
対
象
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
限
度
額
（
返
済
期
間
）

○
教
育
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

１００

内
）

○
出
産
資
金
＝　

万
円
（
３
年
以

５０

内
）

○
住
宅
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

３００

内
）

▽
融
資
利
率
（
２
・
８
％
）

○
本
人
負
担
＝
０
・　

％　
９８８

○
市
補
助
＝
１
・　

％
８１２

１．希望農園名　※１
　　（第２希望まで

記入可）
２．再度利用希望
　　区画番号（第1希望

のみ）　※２
３．住所　※３
４．氏名（フリガナ）
　　※４
５．電話番号　※５

（
裏
面
）

▼

は
が
き
記
入
例

（
表
面
）

〒206－8601 

稲
城
市

　

東
長
沼
2
1
1
1

稲
城
市
役
所
経
済
課

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

　
　
　
　
　

申
込
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

教
育
・
出
産
・

教
育
・
出
産
・

住
宅
資
金
の

 
住
宅
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

融
資
あ
っ
せ
ん

　

市
内
の
公
衆
浴
場
で
は
ひ
な
祭

り
に「
桃
の
湯
」を
実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
広
々
と
し
た
銭
湯
で
ゆ
っ
く

り
と
く
つ
ろ
い
で
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
小
学
生
以
下
の
方
と
入

「桃の湯」を「桃の湯」を
実施します実施します

浴
日
現
在
で　

歳
以
上
（
年
齢
の

６５

分
か
る
も
の
が
必
要
で
す
）
の
方

の
入
浴
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■日
 

■場
 

３
月
３
日（
土
）・
稲
城
浴
場

（
大
丸
）
、
玉
城
湯
（
矢
野
口
）

■問
 

稲
城
浴
場　

1　

・
７
２
２
２
、

３７７

玉
城
湯　

1　

・
６
１
５
４
、
市

３７７

役
所
経
済
課
商
工
係



２４・２・１５（5）　代表電話は378－2111

介
護
予
防
講
演
会

高高
齢齢
者者
のの
たた
めめ
のの

「「
おお
しし
っっ
ここ
ののおお

話話
」」

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
・・

ササ
ポポ
ーー
トト
・・
セセ
ンン
タタ
ーー

事事
業業
説説
明明
会会

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
・・

ササ
ポポ
ーー
トト
・・
セセ
ンン
タタ
ーー

利利
用用
料料
補補
助助

■対
 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
て
、
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

①
原
則　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

６０

し
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
、
自

宅
で
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ

る
方

②
常
時
医
療
を
必
要
と
し
な
い
方

入
居
者
募
集

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

「
ど
ん
ぐ
り
」

「
ど
ん
ぐ
り
」

③
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
方

④
家
族
の
援
助
を
受
け
ら
れ
な
い

方■場
 

平
尾
２
の　

の　
４９

２０

■申
 

高
齢
福
祉
課
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
市
内
３
カ
所
）
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
内
１

カ
所
）
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
①
持
参　

②
郵
送 

③
各
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

代
行
申
請
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
の
入
所
者
選
定
会
議
に 
諮 
り
、

は
か

入
所
者
を
決
定
後
、連
絡
し
ま
す
。

※
申
請
に
あ
た
り
ご
希
望
の
方
に

は
見
学
が
可
能
で
す
。

▽
申
込
期
間　

３
月
１
日（
木
）〜

　

日（
金
）

１６※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
子
育
て
の
援
助
を
受
け

た
い
方
（
生
後
４
カ
月
〜
小
学
校

３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
）

と
、
子
育
て
の
支
援
を
行
い
た
い

方
が
会
員
と
な
り
、
地
域
の
中
で

子
育
て
を
す
る
助
け
あ
い
の
活
動

で
す
。

　

新
規
の
利
用
会
員
（
子
育
て
の

援
助
を
受
け
た
い
方
）
と
活
動
会

員
（
子
育
て
の
援
助
に
興
味
の
あ

る
方
）
へ
事
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
（
基
礎
研
修
受
講
後
、
活
動

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
）
。

■日
 

３
月
３
日（
土
）

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
第
一
会
議

室■申
 

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
保
育
が
必
要
な

方
は
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
保
護
者
の
費

用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
援
助

活
動
の
報
酬
の
額
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係

　赤ちゃんのことばと心をはぐくむためには、暖
かなぬくもりの中で優しく語りかける時間が大切
です。赤ちゃんへの絵本支援事業は、絵本を通し
てそんな親子のふれあいを応援しています。
「絵本購入補助券」早めにご利用を！
　保健センターで行われる3～4カ月児健康診査
時にお渡した「絵本支援パック」に入っている
「絵本購入補助券」はもうお使いですか？この中
には、①補助対象の絵本のリスト「だっこでえほ
ん」（右表参照）　②取扱店の案内図　③「絵本
購入補助券」などが入っています。
　絵本を購入する際、補助券に必要事項を記入し
て書店に提出していただくと定価の半額（限度額
1,000円）が割り引きされます。
　絵本購入補助券の有効期限は3月31日（土）で
す。お早めにご利用ください。
　赤ちゃんへの読み聞かせのスタートに、ぜひ支

　

病
後
児
保
育
室
で
は
、
病
気
の

回
復
期
に
あ
っ
て
、
保
護
者
が
仕

事
を
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
家

庭
で
の
保
育
に
欠
け
る
お
子
さ
ん

を
、
専
用
保
育
室
で
看
護
師
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
利
用
登
録
を
受

２４

け
付
け
ま
す
。

■対
 

市
内
に
在
住
す
る
、
満
４
カ
月

か
ら
就
学
前
ま
で
の
病
気
の
回
復

期
に
あ
る
お
子
さ
ん

病
後
児
保
育
室

病
後
児
保
育
室

「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
」

「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
」

平
成

 

平
成　

年
度
年
度

2424
利
用
登
録
受
付
開
始

利
用
登
録
受
付
開
始

■時
 

保
育
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

６
時
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

■場
 

東
長
沼
３
１
０
７
の
１
ピ
ア
タ

ウ
ン　
　

２
階
（
稲
城
駅
北
口
）

２１

■定
 

２
人

■費
 

利
用
料　

１
人
１
日
２
千
円

※
そ
の
他　

円
程
度
の
給
食
費
な

５００

ど
の
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

①
事
前
登
録
＝
登

録
票
を
子
育
て
支
援
課
保
育
係
ま

た
は
病
後
児
保
育
室
コ
ロ
ボ
ッ
ク

ル
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
利
用
申
請
＝
利
用
日
の
前
日
か

前
々
日
に
、
電
話
で
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
当
日
に
申
請
書

と
医
師
か
ら
の
診
療
情
報
提
供
書

を
病
後
児
保
育
室
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル

　

定
期
的
に
電
話
に
て
声
の
訪
問

を
し
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

安
否
確
認
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
ひ
と
り

６５

暮
ら
し
の
方
（
日
中
ひ
と
り
で
過

ご
し
て
い
る
高
齢
者
）

■費
 

無
料

■申
 

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

ふ
れ
あ
い
電
話
を

ふ
れ
あ
い
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

介
護
を
し
て
い
て
困
っ
て
い
る

介
護
を
さ
れ
て
い
る

介
護
を
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
の
交
流
会
を

ご
家
族
の
交
流
会
を

行
い
ま
す

行
い
ま
す

こ
と
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
介
護
を
し
て

い
る
皆
さ
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
お
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■対
 

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
・
介
護

に
関
心
の
あ
る
方

■日
 

２
月　

日（
水
）

２２

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１１

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

１０
■内
 

介
護
に
関
す
る
情
報
交
換
・
介

護
に
関
す
る
意
見
交
換
な
ど

■費
 

無
料

■限
 

２
月　

日（
火
）ま
で
に
電
話
で

２１

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

稲
城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー　

1　

・
６
６
０
１

３３１

す
の
で
、
３
月
１
日（
木
）ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー　

1　

・
５
５
５

３７８

１
（
受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
の

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
様
式
は
病
後
児
保
育

室
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
、
子
育
て
支
援

課
保
育
係
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所
、各
認
可
保
育
所
、子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係
、
病
後

児
保
育
室
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル　

1　

・
３７０

８
７
３
１

参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
納
付
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
の
申
し
込
み
・
変
更

は
、
市
役
所
、
平
尾
・
若
葉
台
出

張
所
、
年
金
事
務
所
、
金
融
機
関

に
備
え
付
け
の
申
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■問
 

府
中
年
金
事
務
所　

1　

・　

・

０４２

３６１

１
０
１
１
、
市
役
所
保
険
年
金
課

年
金
係

国国
民民
年年
金金
保保
険険
料料
はは

まま
とと
めめ
てて
前前
払払
いい

（（
前前
納納
））すす
るる
ここ
とと

がが
でで
きき
まま
すす

　

平
成　

年
８
月
か
ら
平
成　

年

２２

２３

７
月
ま
で
の
間
に
、
「
医
療
」
と

「
介
護
」
の
両
方
に
自
己
負
担
額

（
保
険
料
で
は
な
く
、
病
院
窓
口

な
ど
で
の
支
払
額
）
が
あ
り
、
そ

の
金
額
の
合
計
が
左
表
の
基
準
額

を
超
え
て
い
る
場
合
、
申
請
に
よ

っ
て
そ
の
超
え
て
い
る
金
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
該
当
し
て
い
る
か

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

保
険

年
金
課
後

期
高
齢
者

医
療
係

※
介
護
保

険
の
自
己

負
担
額
に

つ
い
て
は
、

高
齢
福
祉

課
介
護
保

険
係 後

期
高
齢
者

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
お
け
る

医
療
制
度
に
お
け
る

高
額
医
療
・
高
額
介
護

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度

合
算
療
養
費
制
度

前納一覧表

クレジットカード
納付

（割引額は現金納付
と同じです）

口座振替
（※2）

（割引額は現金納付
より高くなります）

現金納付
（納付書）

区
分

4月～翌年3月分を4月
末日に納付

4月～翌年3月分を4月
末日に引き落とし
（※3）

4月～翌年3月
分を4月末日
までに納付
（※1）

1
年
前
納

4月～9月分を4月末
日、10月～翌年3月分
を10月末日に納付

4月～9月分を4月末
日、10月～翌年3月分
を10月末日に引き落
とし
（※3）

4月～9月分を
4月末日、10月
～翌年3月分を
10月末日まで
に納付
（※1）

6
カ
月
前
納

毎月末に当月分の保険
料が納付されますが、
割引きはありません。

毎月末に当月分の保険
料が引き落とされ、月
々50円割引き

毎
月
納
付

※1　年の途中の納付可能な月分から翌年3月分までを指定の納付
期限に前納することもできます。

※2　振替日に残高不足などにより引き落とせなければ、通常の毎
月納付に切り替わり、割引きがなくなります。

※3　1年前納及び4月から9月分の6カ月前納の申し込みは、2月末
日までです。10月から翌年3月分の6カ月前納の申し込みは、
8月末日までです。

東
京
都
重
度
心
身

東
京
都
重
度
心
身

障
害
者
手
当（
都
制
度
）

障
害
者
手
当（
都
制
度
）

現
況
届
を

現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で
次

に
該
当
す
る
場
合
は
、
速
や
か
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
特
別
障
害
者
手
当
＝
施
設
入
所
、

入
院
３
カ
月
超
過
、
市
外
転
居
、

死
亡
な
ど

○
障
害
児
福
祉
手
当
・
福
祉
手
当

＝
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
給
し
て
い
る
、
施
設
入
所
、

市
外
転
居
、
死
亡
な
ど

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

対
象
の
方
に
は
現
況
届
の
お
知

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
通
常
ど

お
り
、
現
金
・
口
座
振
替
で
毎
月

分
の
保
険
料
を
翌
月
末
の
納
付
期

限
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
他
に
、

割
引
き
が
あ
る
「
前
納
」
（
左
表

赤ちゃんへの絵本支援事業　本のリスト（10冊）
価格
（円）出版社著者タイトル

700童心社松谷みよこ／文
瀬川康男／画

いない　いない　
ばあ

1,500グランまま社つちだ　よしはるうたえほん

600偕成社まつい　のりこじゃあじゃあびり
びり

700福音館書店林　明子おててがでたよ
800福音館書店平山　和子くだもの

700福音館書店安西　水丸がたんごとんがた
んごとん

700福音館書店はやし　あきこでてこい　でてこい
770ブロンズ新社やまだ　うたこおいしいよ

850あかね書房寺村輝夫／さく
和歌山静子／えたたくと　ぽん

900こぐま社まど・みちお／文
ましませつこ／えママだいすき

も
い
る
の
で
は
？
改
善
策
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

■日
 

３
月
４
日（
日
）

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■定
 
　

人
（
申
込
不
要
、
先
着
順
）

３００
■講
 

松
崎　

章
二
先
生
（
市
立
病
院

副
院
長
・
泌
尿
器
科
医
師
）

■費
 

無
料

■主
 

稲
城
市
医
師
会

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

「
ト
イ
レ
が
近
い
、
も
れ
る
、

出
に
く
い
」
な
ど
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
「
年
の
せ
い
」
と
あ
き
ら

め
て
我
慢
し
て
い
た
り
、
誰
に
も

言
え
ず
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
人

高額医療・高額介護　合算療養費制度　基準額

基準額負担区分
67万円現役並み所得者（3割負担）

56万円一般（1割負担）

31万円Ⅱ世帯全員が住民税非課税
（1割負担） 19万円Ⅰ

ら
せ
を
郵
送
し
ま
し
た
。
届
い
て

い
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
ま
で
に
現
況
届
の
提
出

が
な
い
場
合
は
、
提
出
が
あ
る
ま

で
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

■限
 

２
月　

日（
水
）

２９

※
施
設
入
所
・
入
院
３
カ
月
超
過
・

障
害
軽
減
・
都
外
転
出
・
死
亡
な

ど
資
格
消
滅
事
由
が
あ
れ
ば
、
現

況
届
と
は
別
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

２
月
期
分
手
当
を

２
月
期
分
手
当
を

支
給
し
ま
し
た

支
給
し
ま
し
た

特
別
障
害
者
手
当

特
別
障
害
者
手
当
・・

障
害
児
福
祉
手
当

障
害
児
福
祉
手
当
・・

福
祉
手
当（
国
制
度
）

福
祉
手
当（
国
制
度
）

赤赤ちちゃゃんんへへのの
絵絵本本支支援援事事業業

援パックをお役立てください。
※稲城市で3～4カ月児健康診査を受けられなか
った方は、母子健康手帳を持参のうえ、各図書館
カウンターでお申し出ください。
■問中央図書館　1378－7111



２４・２・１５ 代表電話は378－2111　（6）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

▽
２
月
後
半
の
作
業
日
・
会
場　

２
月　

日（
火
）・
市
役
所
来
庁
者
第
２
駐
車
場
、　

日（
火
）・
北
緑
地
公
園
駐
車
場

２１

２８

※
作
業
日
前
週
の
土
曜
日
か
ら
作
業
日
前
日
ま
で
に
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
（
草
葉
・
野
菜
く
ず
持
込
不
可
、
事
業
者
の
方
の
持
込
不
可
）。
■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 

て
い

　生ごみ処理容器を使えば、ごみ袋をワン
サイズ小さくすることができます。また、
カラス被害の予防にも役立ちます。
生ごみ処理容器利用者の声
●● ごみの量が減った。
●● 台所を清潔に保つことができた。
●●  堆  肥 を利用できた。

たい ひ

●● 環境問題への意識・関心が高まった。
●● ごみ出しの回数が減った。
●● ごみ出しに気を使わなくなった。
生ごみ処理容器購入費の助成
　市では、購入される方に対して、下表の

とおり一定額の助成金を交付しています。
　また、環境課窓口では、一部商品を展示
していますので、ご覧になりたい方はお立
ち寄りください。
　生ごみ処理容器を利用して、ごみ減量に
ご協力をお願いします！
※購入する前に環境課へ生ごみ処理容器購
入申請書を提出してください。購入申請書
は環境課、平尾・若葉台出張所で配布して
います。電動生ごみ処理機の場合は、市ホ
ームページからも入手できます。
■先■問環境課ごみ・リサイクル係

対象となる生ごみ処理容器
助成額購入場所使用方法・特長設置場所対象品名
3,000円

（定価6,600円～）
※価格は型により異
なるので、詳しく
は問い合わせてく
ださい。

ＪＡ東京
みなみ
稲城支店

容器を10cm程度地中に埋め込んで固
定し、枯葉や腐葉土と一緒に生ごみを
入れる。微生物で分解され、一杯にな
ったら容器を移設し、生ごみを完熟さ
せ堆肥として使う。

畑、庭
など

コンポ
スター

3,000円
（定価6,000円）

大空町
アンテナ
ショップ
ほのか
（城山文
化センタ
ー前）

消化酵素とおが屑を配合した基材を使
い、1日2～3回程度よくかき回す。
酵素の力で分解され生ごみが減容さ
れる。

室内、
ベランダ
など

くうた
くん

購入額の1／2
※上限10,000円
※価格はメーカー、
型により様々で
す。詳しくは販売
店に問い合わせて
ください。

家電
販売店
など

代表的なものはバイオ式と乾燥式です。
バイオ式　微生物菌が入った発酵資材の
中に生ごみを入れ、発酵が促進されるよ
う内部で羽根を回転させ、かくはんする。
乾燥式　電気ヒーターの温風で生ごみの
水分をかくはんさせながら乾燥させる。
発酵資材は不要。

室内、
ベランダ
など

電動生ごみ
処理機
（メーカー、
販売店は問
いません）

大きさ
50～
60cm四方

大きさ
30～
40cm四方

大きさは
様々

「生ごみ処理容器「生ごみ処理容器」」を使ってごみ減量にご協力を！を使ってごみ減量にご協力を！

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
の
手
で

 

自
分
た
ち
の
手
で

き
れ
い
に
！

き
れ
い
に
！

大大
丸丸
地地
区区
でで

キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

受
講
者
募
集

受
講
者
募
集

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

府
中
校
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
習

３
月
募
集
科
目
の
案
内

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、
市
職
員
に
よ
る
出
張
説
明

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
分

別
や
出
し
方
、
処
理
の
流
れ
、
ご

み
量
と
そ
の
内
訳
、
減
量
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム
や
ク

イ
ズ
で
お
話
し
す
る
他
、
皆
さ
ん

の
疑
問
・
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
８

人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

▽
説
明
時
間　
　

分
〜
１
時
間
程

２０

　

稲
城
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

　

「
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
」
及
び
「
排

気
ガ
ス
の
抑
制
に
よ
る
大
気
汚
染

抑
制
」
の
一
環
と
し
て
、
多
摩
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
連
携
し

　

多
摩
都
市
計
画
事
業
稲
城
上
平

尾
土
地
区
画
整
理
事
業
（
組
合
施

行
）
の
第
１
回
事
業
計
画
変
更
に

つ
い
て
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

■間
 

２
月　

日
（
月
）
〜
３
月
５
日

２０

（
月
）

※
土
・
日
曜
日
も
行
い
ま
す
。

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■内
 

①
土
地
利
用
計
画
の
変
更　

②

資
金
計
画
の
変
更
な
ど

※
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
に
供
さ

れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
意
見

書
を
東
京
都
知
事
に
提
出
で
き
ま

す
。提
出
期
間
は
、２
月　

日（
月
）

２０

〜
３
月　

日（
月
）で
す
。

１９

■場
 

■問
 

市
街
地
整
備
課
事
業
調
整
係

　

市
立
病
院
で
は
生
活
習
慣
病
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

　

市
で
は
４
月
か
ら
勤
務
で
き
る

嘱
託
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
期
間
を
２
月　

日
ま
で
延

２９

長
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

▽
職
種
（
資
格
）　

保
育
士

▽
募
集
人
数　

７
人

▽
勤
務
場
所　

市
施
設

▽
勤
務
日
数　

週
５
日

▽
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間　

分
４５

▽
報
酬
（
月
額
）　
　

万
３
４
０

１９

０
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

▽
任
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１

年
間

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
可
能

■申
 

申
込
書
・
質
問
票
（
人
事
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
を

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

２
月　

日（
水
）

２９

■先
 

■問
 

人
事
課
人
事
給
与
係

市
職
員
に
よ
る

市
職
員
に
よ
る

ご
み
減
量

 

ご
み
減
量

地
域
説
明
会

地
域
説
明
会

稲
城
上
平
尾

稲
城
上
平
尾

土
地
区
画
整
理
事
業

土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
の
縦
覧

事
業
計
画
の
縦
覧

会
に
あ
な
た
の
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

■日
 

３
月
１
日（
木
）

■時
 

午
後
３
時
〜
（
約
１
時
間
）

■場
 

市
立
病
院
３
階
講
義
室

■内
 

■講
 

「
ど
ん
な
運
動
を
ど
の
位
す

べ
き
か
、
体
験
し
ま
し
ょ
う
。」・

理
学
療
法
士

■問
 

市
立
病
院
医
事
課
外
来
係　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

■対
 

都
内
在
住
・
在
勤
で
在
職
中
の

方■定
 

①
⑥
各　

人　

②
③
各　

人　

３０

２５

④
⑤
各　

人　

⑦　

人

４０

１０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■費
 

①
②
③
⑥
⑦
各
６
５
０
０
円　

④
⑤
各
１
６
０
０
円

■申
 

往
復
は
が
き
〔
３
月
８
日（
木
）

消
印
有
効
〕
、
フ
ァ
ク
ス
〔
３
月

　

日（
土
）必
着
〕
、
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

１０Ｏ
は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■場
 

■先
 

■問
 

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
府
中
校
・
人
材
育
成
プ
ラ
ザ

（
〒　

・　

府
中
市
南
町
４
の　

１８３

００２６

３７

の
２
）　

1　

・　

・
８
２
０
４
、

０４２

３６７

5　

・　

・
８
２
１
７

０４２

３６７

若
年
者
向
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

都
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

税
務
職
員
を
装
っ
た

　

不
審
な
電
話
「
還
付
金
詐
欺
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

自
衛
官
各
種
募
集

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

■対
 
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
女

２０

２６

※　

歳
未
満
の
方
は
大
卒
（
見
込

２２
含
）

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
含
）
は　

歳
未
満

２８

■日
 

試
験
日　

５
月　

日（
土
）・　

１２

１３

日（
日
）

※　

日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

１３
■限
 

４
月　

日（
金
）（
必
着
）

２７

　

税
務
職
員
を
装
っ
て
、
税
金
な

ど
の
還
付
金
が
あ
る
と
だ
ま
し
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
多
額
の
金
額
を
振
り

込
ま
せ
よ
う
と
す
る
「
還
付
金
詐

欺
」
が
都
内
で
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

■日
 

２
月　

日（
水
）

２９

■時
 

①
セ
ミ
ナ
ー
＝
午
前　

時
〜
正

１０

午　

②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
＝
午
後

１
時
〜
５
時

■場
 

多
摩
信
用
金
庫
多
摩
セ
ン
タ
ー

支
店
内　

Ｗ
ｉ
ｎ
プ
ラ
ザ

■定
 

①　

人　

②
８
人
（
両
方
と
も

３０

申
込
先
着
順
）

■内
 

適
職
診
断
セ
ミ
ナ
ー
＆
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ

■費
 

無
料

■共
 

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
、

多
摩
市
、
稲
城
市

■主
 

■先
 

■問
 

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
エ
ア
多
摩 

1　

・　

・
０
９
９
０

０４２

３３８

▽
募
集
科
目　

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図（
電

気
設
備
）
初
級　

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
法
（
基
礎
）　

③
Ｐ
ｏ
ｗ

ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

④
第
三
種
電
気

主
任
技
術
者
科
目
合
格
対
策
（
機

械
）
Ⅰ　

⑤
第
三
種
電
気
主
任
技

術
者
科
目
合
格
対
策
（
機
械
）
Ⅱ 

⑥
第
二
種
電
気
工
事
士
（
実
技
）

受
験
対
策
そ
の
１　

⑦
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
施
工
技
術
（
実
技
）

そ
の
１

※
④
・
⑤
の
科
目
は
１
件
の
申
し

込
み
で
２
科
目
セ
ッ
ト
の
申
し
込

み
が
可
能
で
す
。

予
備
自
衛
官
補

■対
 

一
般
公
募
＝　

歳
以
上　

歳
未

１８

３４

満
の
男
女

技
能
公
募
＝　

歳
以
上
で
保
有
す

１８

る
国
家
免
許
資
格
な
ど
に
応
じ　
５３

歳
〜　

歳
未
満
の
男
女

５５

■日
 

試
験
日　

４
月　

日（
金
）〜　

１３

１６

日（
月
）の
う
ち
指
定
さ
れ
た
一
日

■限
 

４
月
４
日（
水
）（
必
着
）

◆
共
通
事
項

■申
 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■先
 

■問
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協

力
本
部
府
中
募
集
案
内
所
（
府
中

市
浅
間
町
１
の
５
の
５
府
中
基
地

内
）　

1
・
5　

・　

・
５
０
１

０４２

３６５

１
、
� recru

it１７

‐tok
y
o

@
pco.m

od.go.jp

■問
 

八
王
子
都
税
事
務
所　

1　

・
０４２

　

・
１
１
１
１

６４４

　

犯
人
ら
の
手
口
は
、
税
務
職
員

を
名
乗
っ
て
電
話
を
か
け
、
税
金

や
医
療
費
な
ど
が
還
付
さ
れ
る
か

の
よ
う
に
偽
り
ま
す
。そ
れ
か
ら
、

還
付
の
手
続
き
の
た
め
に
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
く
よ
う
に
誘
導
し
、
そ
こ

か
ら
指
定
し
た
電
話
番
号
に
電
話

を
す
る
よ
う
に
指
示
し
ま
す
。
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
あ
る
場
所
か
ら
指
定
さ
れ

た
電
話
番
号
に
電
話
す
る
と
、
言

葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示

し
て
多
額
の
金
額
を
振
り
込
ま
せ

ま
す
。

　

主
税
局
で
は
、
税
金
を
還
付
す

る
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求

め
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は
「
還
付
金

詐
欺
」
で
す
。

　

不
審
に
感
じ
た
場
合
は
、
相
手

の
氏
名
、
所
属
す
る
部
署
名
を
確

認
の
う
え
、
相
手
の
指
定
し
た
電

話
番
号
に
は
か
け
ず
に
、
最
寄
り

の
都
税
事
務
所
ま
た
は
主
税
局
総

務
部
総
務
課
相
談
広
報
係（
1　

・
０３

５
３
８
８
・
２
９
２
４
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
万
が
一

被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
警
察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
『
家
計
』
に
も
や

さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
皆
さ
ん

も
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■対
 

日
常
生
活
で
車
を
運
転
さ
れ
る

方（
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
不
可
）

で
後
日
、
講
習
会
の
結
果
票
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
提
出
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方

■場
 

多
摩
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
京
王
線
百
草
園
駅
よ
り
徒
歩
１

分
）

■内
 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
講
習
と
実
技

教
習
（
３
時
間　

分
程
度
）

３０

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
（
先
着

受
付
順
。
受
付
時
間
は
土
・
日
曜

度■費
 

無
料

■申
 

希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
時

間
、
会
場
な
ど
は
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

市
民
協
議
会
と
大
丸
自
治
会
と
の

共
催
で
、
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
市
民
条
例
」
の
啓
発
と
実
践
行

動
を
大
丸
地
区
で
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■日
 

２
月　

日（
日
）

２６

※
小
雨
決
行

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時
頃
（
午

３０

１１

前
９
時
ま
で
に
集
合
）

■場
 

集
合
場
所　

大
丸
地
区
会
館

（
大
丸　

）
２５１

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■内
 

地
域
内
で
の
清
掃
活
動

※
ご
み
袋
、
軍
手
は
市
で
用
意
し

ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

日
、
祝
日
を
除
く
平
日
の
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
）
。

３０
▽
受
講
方
法　

応
募
受
付
後
、
講

習
会
チ
ケ
ッ
ト
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
各
自
で
多
摩
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
に
講
習
日
時
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

保
育
士

保
育
士

生
活
習
慣
病
教
室

あ
な
た
の
生
活

あ
な
た
の
生
活

見
直
し
て

 

見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

み
ま
せ
ん
か
？

急
募



２４・２・１５（7）　代表電話は378－2111

だ
よ
り 

商  

工  

会 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城

市
保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城

206

0804

市
百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の

ビ
ジ
ネ
ス
活
用
法

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
の
概
要
か
ら
実
際
に
あ
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
事
例
な
ど
を
解

　

４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に
備

防
災
特
別
講
座

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
こ
と

『
首
都
圏
を
襲
う

大
規
模
地
震
に
備
え
る
』

　

〜
た
っ
た
一
人
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
た
め
に
〜

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
首

都
圏
を
襲
う
大
地
震
に
備
え
、
私

た
ち
に
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
（
そ

な
エ
リ
ア
東
京
）
の
見
学
と
都
内

に
あ
る
被
災
地
（
県
）
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
で
の
買
い
物

■日
 

３
月　

日（
火
）

１３

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
集
合
・
解
散
場
所　

市
役
所
前

（
現
地
ま
で
は
大
型
貸
切
バ
ス
で

移
動
し
ま
す
）

■定
 
　

人
４０

■費
 
　

円
（
お
弁
当
代
・
保
険
代
）

７６０
※
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
講
演
会

■日
 

３
月　

日（
月
）

１９

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時
（
開
場

３０

午
後
１
時
）

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
程
度

１００
■講
 

宮
�　

賢
哉
氏
（
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
）

■費
 

無
料

◆
共
通
事
項

●●
 

①
に
参
加
希
望
の
方
は
、
②
の

講
演
会
に
も
原
則
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

●●
 

②
の
講
演
会
の
み
に
参
加
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。

入
れ
歯
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
ご
協
力
を

　

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

入
れ
歯
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
入
れ
歯
に
は
、
金

や
銀
を
始
め
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど

の
レ
ア
メ
タ
ル
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
役
目
を
終
え
た
入
れ
歯
を
回

収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
収
益

は
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
付
し

た
り
、
市
内
の
地
域
福
祉
推
進
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
平
尾
出
張
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

●●
 

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■申
 

２
月　

日（
水
）ま
で
に
電
話
で

２９

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
８
０
０

３７８

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
歯
に
か
ぶ
せ
た
金
属
、
歯
に
詰

め
た
金
属
、
歯
と
歯
を
つ
な
い
だ

金
属
も
回
収
し
ま
す
。

○
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
、
石
の
取
れ

た
指
輪
な
ど
も
回
収
し
ま
す
。

○
金
属
の
付
い
て
い
な
い
入
れ
歯

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
総
務
係　

1

　

・
３
３
６
６

３７８

受
講
者
募
集　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
※
文
字
入
力
の
で
き
る
方

■日
 

３
月
６
日（
火
）・
７
日（
水
）

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

３０

分※
２
日
間
、
計
６
時
間

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 
　

人
１０

■内
 

コ
ー
ス　
「
パ
ソ
コ
ン
活
用
入

門
」

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

え
て
、
必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま

せ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　

お
子
さ
ん
の
母
子
健
康
手
帳
を

確
認
し
、
未
接
種
の
予
防
接
種
が

あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に

相
談
し
、
早
め
に
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

特
に
麻
し
ん
・
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）

第
２
期
、
第
３
期
、
第
４
期
予
防

接
種
は
、
３
月　

日（
土
）ま
で
が

３１

接
種
期
限
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

け
い

（
任
意
接
種
）
費
用
助
成

　

高
校
１
年
生
相
当
の
年
齢
の
方

で
、
３
月　

日（
土
）ま
で
に
１
回

３１

以
上
（
全
部
で
３
回
接
種
）
接
種

を
受
け
て
い
る
方
は
、
残
り
の
接

種
に
つ
い
て
平
成　

年
度
も
助
成

２４

対
象
と
な
る
予
定
で
す
。
接
種
希

望
者
は
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

い
き
い
き
芸
能
大
会

　
　

歳
以
上
の
方
が
歌
や
舞
踊
な

６５
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

※
出
演
者
の
募
集
は
締
め
切
り
ま

し
た
。

■日
 

３
月
６
日（
火
）

■時
 

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時　

１０

３０

３０

分■場
 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■問
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

1

　

・
３
８
０
０

３７８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
パ
ソ
コ
ン
教

室
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■費
 

３
千
円

■申
 

往
復
は
が
き
に
コ
ー
ス
名（「
パ

ソ
コ
ン
活
用
入
門
」
）
・
住
所
・

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

２
月　

日（
水
）必
着

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

説
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
ま
す
。

■対
 

市
内
小
規
模
事
業
者
な
ど

■日
 

２
月　

日（
火
）

２８

■時
 

午
後
６
時
〜
８
時

■場
 

商
工
会
会
議
室

■講
 

廣
木　

秀
之
氏
〔（
有
）Ｌ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
代
表
取
締
役
〕

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1377・2212

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

子
ど
も

子
ど
も

予
防
接
種
週
間

予
防
接
種
週
間

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

　

都
民
劇
場
は
、
演
劇
・
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
な
ど
話
題
の
舞
台
が
手
頃

な
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
る　

年
の

６５

歴
史
を
も
つ
会
員
制
の
鑑
賞
団
体

で
す
。
現
在
、
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
無
料
で
案
内
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問
 
（
財
）都
民
劇
場　

1　

・
３
２

０３

８
９
・
４
６
２
１

都
民
劇
場　

春
の
会
員
募
集

　

障
が
い
当
事
者
の
方
の
お
話
を

中
心
に
、
共
生
社
会
の
実
現
、
障

が
い
者
の
自
立
や
社
会
参
加
、
当

セ
ン
タ
ー
の
地
域
で
の
役
割
を
考

え
ま
す
。

■対
 

関
心
の
あ
る
方

■日
 

２
月　

日（
日
）

２６

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

■場
 

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
小
ホ
ー
ル

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２５０
■講
 

堀
越　

喜
晴
氏
（
立
教
大
学
兼

任
講
師
・
明
治
大
学
非
常
勤
講
師
）

高
山　

恵
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え

じ
そ
ん
く
ら
ぶ
代
表
）

綿　

祐
二
氏
（
文
教
学
院
大
学　

の
利
用
無
料

※
荒
天
時
、
ゴ
ン
ド
ラ
は
運
休
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

健
康
保
険
証
な
ど

市
内
在
住
を
証
明
す
る
も
の
を
入

園
窓
口
、
ゴ
ン
ド
ラ
窓
口
で
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
催
し
物　

①
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
に
は
お

孫
さ
ん
も
大
喜
び
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ
ー
や
、
高
齢
者
の
方
も
楽

し
め
る
歌
の
ス
テ
ー
ジ
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■場
 

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
内
太
陽
の
広

場
ス
テ
ー
ジ

②
ジ
ュ
エ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

期
間
中
の
金
・
土
・
日
曜
日
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト「
ジ

ュ
エ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

■問
 

よ
み
う
り
ラ
ン
ド　

1　

・　

・

０４４

９６６

１
１
１
１

人
間
学
部
教
授
）

■費
 

無
料

■申
 

「
島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
支
援
部　

地
域
連
携
情
報
室　

1　

・　

・

０４２

３７４

２
１
０
１

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方
及

６０

び
そ
の
同
居
家
族
の
方
は
、
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
遊
園
地
入
園
と
高
速

ゴ
ン
ド
ラ
「
ス
カ
イ
シ
ャ
ト
ル
」

往
復
の
利
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
と
お
孫
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方
及

６０

び
そ
の
同
居
家
族
の
方

■間
 

２
月　

日（
月
）〜
３
月
４
日（
日
）

２０

■内
 

遊
園
地
入
園
無
料
、
高
速
ゴ
ン

ド
ラ
「
ス
カ
イ
シ
ャ
ト
ル
」
往
復

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

春
の
高
齢
者
ご
招
待

　
 
上  
谷  
戸 
親
水
公
園
内
の
「
上
谷

か
さ 

や 

と

　

日
野
法
人
会
女
性
部
会
が
主
催

し
た
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
寄
せ
ら
れ
た
市
内

の
小
学
生
の
応
募
作
品
を
パ
ネ
ル

展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■間
 

３
月
７
日（
水
）〜　

日（
木
）

１５

※
３
月　

日（
土
）を
除
く
。

１０

■場
 

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■問
 

公
益
社
団
法
人
日
野
法
人
会
事

務
局　

1　

・　

・
９
９
０
０

０４２

５９３

①

歳
以
下
対
象

３４
「
合
同
就
職
面
接
会
」

　

お
お
む
ね　

歳
以
下
の
方
を
対

３４

象
と
し
た
合
同
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は　

社
程
度
の

２０

企
業
が
参
加
予
定
で
す
。

※
入
退
場
自
由

■日
 

３
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
）の

全
７
日
間（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
日
程

１０

に
よ
り
変
動
あ
り
）

■定
 
　

人
（
選
考
あ
り
）

１５
⑤
企
業
の
人
事
担
当
者
・
経
営
者

対
象

「
中
小
企
業
の
た
め
の
採
用
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
〜
い
い
人
材
が
次
々
と

集
ま
る
仕
組
み
づ
く
り
〜
」

　

人
材
採
用
・
活
用
の
支
援
と
な

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
採
用
戦
略
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
的
な
経

営
戦
略
の
視
点
か
ら
、
良
い
人
材

を
確
保
す
る
た
め
の
秘
訣
を
お
伝

え
し
ま
す
。

■日
 

２
月　

日（
金
）

２４

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■定
 
　

人
（
予
約
制
・
先
着
順
）

４０
◆
共
通
事
項

■場
 

■先
 

■問
 

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多

摩　

1　

・　

・
４
５
２
４

０４２

３２９

■日
 

２
月　

日（
金
）

１７

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
時
間

＝
午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分
）

３０

３０

■持
 

履
歴
書
複
数
枚

②

歳
以
下
対
象

３４
「
実
践
！
採
用
担
当
者
に
選
ば
れ

る
応
募
書
類
＆
面
接
対
策
講
座
」

■日
 

２
月　

日（
水
）、　

日（
木
）

２２

２３

■時
 

各
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■定
 

各　

人
（
予
約
制
・
先
着
順
）

３０

■内
 

１
日
目
＝
応
募
書
類
対
策
講
座
、

２
日
目
＝
面
接
対
策
講
座

③
新
卒
及
び
既
卒
３
年
以
内
対
象

「
面
接
力
Ｕ
Ｐ
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」

　

採
用
担
当
者
視
点
の
面
接
ポ
イ

ン
ト
を
押
さ
え
、
実
践
的
な
模
擬

面
接
を
行
い
ま
す
。

■日
 

２
月　

日（
火
）

２８

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時

■定
 
　

人
（
予
約
制
・
先
着
順
）

３０
④

歳
代
対
象

３０
「
正
社
員
を
目
指
す
7
日
間
の
セ

ミ
ナ
ー
」

戸
緑
地
体
験
学
習
館
」
で
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
雛
人
形
や
関

連
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
誰
も
が

年
齢
を
忘
れ
童
心
に
帰
る
「
雛
祭

り
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■間
 

２
月　

日（
日
）〜
３
月
３
日（
土
）

２６

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

■場
 

上
谷
戸
緑
地
体
験
学
習
館

※
駐
車
場
有
り
（　

台
）

２１

■費
 

無
料

■主
 

坂
浜
自
治
会
・
水
車
の
会

■問
 

上
谷
戸
緑
地
体
験
学
習
館　

1

　

・
７
１
１
２

３３１

税
に
関
す
る
絵
は
が
き

応
募
作
品
を
パ
ネ
ル
展
示

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
の

就
業
支
援

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
東
京
都

地
域
の
拠
点
機
能
支
援
事
業
）

創
立　

周
年
〜
そ
し
て
未
来
へ
〜

50

　

私
の
�
感
�
点

－

障
が
い
を
超
え
た
社
会
へ

開
催
し
ま
す
！  
雛 
人
形
展

ひ
な



２４・２・１５ 代表電話は378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

休
日
・
夜
間
救
急
の
医
療
機
関
案
内　

東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
ま
わ
り
」　

1　

・
５
２
７
２
・
０
３
０
３　
 　
 h

ttp
://w

w
w
.h
im
a
w
a
ri.m
e
tro
.to
kyo
.jp
/ 　

稲
城
消
防
署　

1　

・
７
１
１
９

０３

HP

３７７

乳
が
ん
検
診

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

４７

れ
の
女
性
の
市
民
で
、
平
成　

年
２２

度
未
受
診
の
方

■場
 

市
立
病
院
（
平
日
）

■内
 

視
触
診
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
検
査

■費
 

２
３
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７９０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

子
宮
が
ん
検
診

■対
 

平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
女
性
の
市
民
で
、
平
成　

年
２２

度
未
受
診
の
方

■場
 

①
市
立
病
院
（
平
日
）　

②
増

田
産
婦
人
科
（
平
日
・
土
曜
日
）

■内
 

細
胞
検
査

■費
 

２
２
５
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７５０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

◆
共
通
事
項

■間
 

３
月　

日（
土
）ま
で

３１

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
、
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
（ 　
 h

ttp
s://w

w
w
.

HP

e

‐tetsu
zu
k
i９９
.com

/to
k
y
o/

、
携
帯

電
話
か
ら
は
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
３
月
５
日
ま
で
に
受
診
票
と
受

診
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
届
き
ま

し
た
ら
各
医
療
機
関
へ
直
接
申
し

込
み
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
日
の
予
約
枠
に
は
限
り

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1

206

0804

112

1　

・

3
4
2
1

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受付
日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※2月18日（土）の消費者相談は、電話（1378－3738）相談のみとなります。
※3月7日（水）の住宅リフォーム相談は、2月24日（金）まで予約を受け付けます。

1歳6カ月児歯科健康診査（平成22年7月生まれ） 保健センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
女性の悩み相談 10時～4時（予約終了） 協働推進課女性青少年係
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
高齢者・障害者の法律相談 1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水２／１５

3歳児健康診査（平成21年1月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木１６

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金１７

消費者相談（電話相談） 10時～正午・1時～3時 消費者相談室土１８

＋休日急病診療所　松本医院（東長沼）9時～5時 ���� 1377－6027
＋休日薬局　　　　薬局コスモ（大丸）9時～5時 ���� 1378－4714日○１９ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月２０

3カ月～4カ月児健康診査（平成23年10月生まれ） 保健センター
定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
くらしの書類作成相談（遺言書作成など）
 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火２１

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水２２

1歳児歯科健康診査（平成23年1月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木２３

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金２４

休日窓口　8時30分～正午、1時～5時
 ������ 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 1時～4時（前日までに予約） 福祉センター

土２５

＋休日急病診療所　あべ内科クリニック（東長沼）9時～5時  1379－4870
＋休日薬局　　　　稲城駅前薬局（東長沼）9時～5時 �� 1370－8370日○２６ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月２７

定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火２８

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係水２９

3歳児健康診査（平成21年2月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木３／１
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肌のシミ

　

肌
の
シ
ミ
は
紫
外
線
の
影
響
、

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
体
の
内
外
の

刺
激
に
よ
り
色
素
細
胞
が
異
常

活
性
し
て
皮
膚
表
面
に
現
れ
る

色
素 
斑 
の
こ
と
で
す
。
普
通
は

は
ん

肌
の
生
ま
れ
変
わ
り
に
よ
り
は

が
れ
落
ち
る
の
で
す
が
、
年
齢

を
重
ね
る
と
新
陳
代
謝
が
衰
え

肌
の
表
面
に
残
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

シ
ミ
の
タ
イ
プ
で
多
い
も
の

は
�
老
人
性
色
素
斑
�
で
、　
２０

歳
代
で
現
れ
、　

歳
代
の
約
８

５０

割
の
人
に
出
現
し
ま
す
。　

歳
３０

代
か
ら　

歳
代
の
女
性
の
頬
に

５０

左
右
対
称
に
起
こ
る
シ
ミ
は�
肝

斑
�
で
こ
れ
は
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
変
化
す
る
頃
に
発
症
し
ま
す
。

　

�
老
人
性
色
素
斑
�
と
紫
外

線
の
関
係
は
深
く
、　

歳
ま
で

２０

に
浴
び
た
紫
外
線
量
と
関
係
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
で
は

美
白
効
果
の
あ
る
化
粧
品
の
継

■問 稲城市保健センター
1378－3421

続
使
用
で
シ
ミ
を
発
症
し
に
く

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
肌

の
た
る
み
や
し
わ
な
ど
の
肌
老

化
を
防
ぐ
た
め
に
も
日
常
の
紫

外
線
対
策
は
有
効
で
す
。
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
関
与
の�
肝
斑
�

は
閉
経
後
に
自
然
に
薄
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
紫
外
線

を
浴
び
て
悪
化
す
る
と
治
り
に

く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
化
粧
を

落
と
す
時
の
こ
す
り
過
ぎ
の
刺

激
が
シ
ミ
を
濃
く
す
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

シ
ミ
の
治
療
は
タ
イ
プ
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
①
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
ト
ラ
ネ
キ
サ
ム
酸
な
ど
の

内
服
薬　

②
シ
ミ
を
薄
く
す
る

ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
な
ど
の
外
用 

③
ビ
タ
ミ
ン
の
超
音
波
導
入
な

ど
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト　

④
レ

ー
ザ
ー
治
療
が
あ
り
シ
ミ
の
タ

イ
プ
に
合
わ
せ
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
て
治
療
し
ま
す
。
レ
ー

ザ
ー
治
療
は�
老
人
性
色
素
斑
�

に
有
効
で
す
が
�
肝
斑
�
は
逆

に
濃
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

シ
ミ
の
タ
イ
プ
を
診
断
し
た
う

え
で
、
そ
の
シ
ミ
に
一
番
合
っ

た
方
法
で
治
療
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

稲
城
市
医
師
会　
 
上  
野 　
 
和  
子 

う
え 
の 

わ 

こ

　

妊
娠
中
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
が
あ
り
ま
す
。
健
康
診

　

か
か
り
つ
け
歯
医
者
が
な
い
お

子
さ
ん
や
、
食
べ
方
が
気
に
な
る

　

人
間
も
動
物
で
す
。
歯
を
見
れ

ば
何
を
主
食
に
す
べ
き
か
分
か
り

ま
す
。
体
に
と
っ
て
よ
い
食
べ
物

と
は
？

■日
 

２
月　

日（
金
）

２４

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
室

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０

　

毎
日
の
食
生
活
が
、
心
と
体
の

健
康
に
ど
れ
程
の
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
な
の
か
…
。
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 

３
月　

日（
金
）

１６

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
（
受
付
は
午

１０

前
９
時　

分
か
ら
）

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
市
民
優
先
で
先
着
順
）

５０
■講
 
 
中  
田 　
 
英  
行 
氏
（
生
活
習
慣
病

な
か 

た 

ひ
で 
ゆ
き

予
防
指
導
士
）

■費
 

無
料

■申
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

３
月　

日（
木
）

１５

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■限
 

２
月　

日（
水
）

２２

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方　

④　

歳
以
上　

歳
未

２０

３０

満
の
方
（
子
宮
が
ん
検
診
の
み
）

※
期
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
の
方
が
対
象
で
す
。

■内
 

生
姜
ご
飯
、
ふ
ろ
ふ
き
大
根
、

鮭
の
焼
く
だ
け
南
蛮
漬
け
、
く
る

み
と
レ
ン
コ
ン
の
き
ん
ぴ
ら
、
根

菜
と
き
の
こ
の
味
噌
汁

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角 
巾 
、
筆
記
用

き
ん

具
、
手
拭
き
、
ス
リ
ッ
パ（
指
輪
、

腕
時
計
は
外
し
て
く
だ
さ
い
）

■費
 

無
料

■申
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

２
月　

日（
木
）

２３

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

○○がん検診希望

１．住所
２．氏名（フリガナ）
３．生年月日（年齢）
４．電話番号
５．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

▲申込記入例

２歳児歯科健康診査
希望

１．3月7日（水）
２．幼児氏名
　　（フリガナ）
３．保護者氏名
４．幼児生年月日
５．住所
６．電話番号

査
を
機
会
に
、歯
と
お
口
の
健
康
、

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
族
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
健
診
日
現
在
妊

娠　

〜　

週
の
方

１６

２７

■日
 

３
月
２
日（
金
）

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

２５

２
時

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０
■内
 

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診

査
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
相

談■持
 

母
子
健
康
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
歯
科
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
２
月
生
ま
れ
の
お
子

２２

さ
ん

■日
 

３
月
７
日（
水
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■内
 

歯
科
健
康
診
査
・
個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ
・

コ
ッ
プ
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル　

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

２
月　

日（
水
）必
着

２９

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

講

演

会

　

講 
演 
会

正
し
い
食
と
生
活
で

 

正
し
い
食
と
生
活
で

家
族
の
健
康
を
守
ろ
う

家
族
の
健
康
を
守
ろ
う

乳
が
ん
・

乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

申
込
受
付
期
限
は

　

申
込
受
付
期
限
は

２
月
２
月　

日日（
水
）

（
水
）で
す
で
す

2222

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

調
理
講
習
会

 
調
理
講
習
会

歯
で
見
る
人
の
食
性

歯
で
見
る
人
の
食
性

２
歳
児

２
歳
児歯

科
健
康
診
査

歯
科
健
康
診
査


